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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・4/20春の会があります。会費は５０００円となり、後日徴収となります。参加出来ないスタッフは早めに不参加届を提出して下さい。

・健康診断の予約入力を各自行いましょう。

採血・尿検・血圧は4/23～/25での実施で、レントゲンは4/16～/27(土日を除く)となります。予約はどちらも4/9開始となっています。

・B型インフルエンザが出始めています。感染対策をしっかりと行なっていきましょう。

＜外来患者様情報＞

・田名部　一樹様～本日より、生活音の大きさがいつもより大きく聞こえイライラすると話されている。以前、精神状態が悪くなった時も同様のことがあり、最近天候が悪くデイケアを休んだことにより、生活リズムが崩れたせいかもしれない、と振り返り行なっている。変薬は行わず、経過観察としている。

・大久保　さら様～外出は以前より増えている。頭痛は継続しているが、休むことで落ち着いている。夢遊行動が以前からあったとのこと。突然財布を持ち脅さないでと話したり、部屋の隅で膝を抱え座っていたりすることがある。

・安達　啓子様～調子が良いと薬を飲み忘れてしまい(特に就床前薬)、起床時ふらつくことがあるが、きちんと薬を飲むと落ち着いている。

・河内　初様～良い時もあるが、気分の落ち込み続いているとのことで精神神経用剤(リフレックス)が増薬処方となっている。

・大久保　健吾様～右眼瞼の下垂を知人に指摘されたと気にしている(写真を撮って本人も確認してみたと話している)。診察中は左右差もなく変わり見られず、神経内科の受診勧めている。

・高田　マキ様～我満奈津紀様に対して不満訴えあり、スタッフ立ち合いにて話し合いを行なっている。高田様の思い違いの部分もあり、我満様へ謝ること出来ている。物のやり取りが原因であり、やり取りをしてはいけないこと・適度な距離を置くこと話している。

・小平　祐子様～以前当院デイケア見学している。他施設も様々見学を行っているが、青陽館の利用を希望。身体面（体重）と、日中の活動を通して病状の安定を図る為の利用。来週診察時に主治医と相談していく予定。

＜カウンセリング＞

・藤井　純子様～人事異動により担当スタッフが変更となること伝えているが、本人はやや抵抗見られている様子あり。次回4/19顔合わせも兼ねて実施する予定となっている。

・熊谷　聡央様～喜びは感じること出来ているが、悲しみや怒りに関しては無頓着な様子あり、自分の感情について知ることを宿題としている。自分では睡眠不安定なことが問題としているが、診察時になかなか伝えることが出来ずにいる為、アドバイスしている。

・小林　満様～再飲酒続いており(１回/週程度)、連続飲酒となってしまのではないか？と気にされている。自分でも理由については分かっておらず。4/10以降診察を土曜日に、カウンセリングを水または木曜日の15：00頃に変更していく予定としている。

＜栄養指導＞

・小平　祐子様～以前は子供が自分の手料理を食べてくれないと話していたが、現在は食べるようになってきたとのこと。自分からも野菜を食べるように気にはしているが、「油を少なくして、味噌とか醤油を多くすれば良いんでしょ？」と間違った認識があった。間食はコーヒー牛乳を飲んでいると話している為、インスタントコーヒーへ変えると、砂糖の摂取量も減ることアドバイスしている。次回は間食・運動量確認と共に、食事の調理方法について行なっていく予定としている。

＜新患患者様情報＞

・小泉　キヨ様～84歳。現在高血圧治療で、かわむら内科クリニックに通院しているが、今年に入り、物忘れが激しいと御家族から相談がある。現在の問題としては、食事を摂ったことを忘れる記憶障害や、排泄物を弄るという不潔行為がある。4/10　10：30来院予定。

・松橋　キヨ様～82歳。3～4年前より、物を置いた場所を忘れる等の記憶障害とそれに伴った物盗られ妄想が出現。上記症状継続し、H22年城北病院受診し認知症診断受けるも薬物療法は実施されず。その頃より日付が分からない等、失見当識進行し意欲・関心の低下も見られている。H24.2、主介護者である長男嫁様が手術を行う為、介護保険サービスの利用希望があり、在宅介護センター「たえみ」へ相談。同センターから居宅介護支援事業所「わえみ」を紹介され、南陽館の利用を開始しているが、御家族より薬物療法により、予防を進行したいとのこと。4/9　10：00受診予定。

・新井山　由貴様～33歳。H23秋頃より抑うつ感、苛々感、不安感等の症状が出現。H24.2上旬より、将来や身体不調に関する不安が強まり、入眠困難・中途覚醒等の睡眠障害が出現。注意・集中力の低下、筋緊張や身体不調を呈することがあり、横浜市内の診療内科を受診しているが、治療方針について医師と合わないことから、1度のみの通院となっている。H24.3横浜市のさいとうクリニックを受診。うつ病と診断され、通院継続していたが、症状改善なく、実家のある五戸町へ休養目的で一時帰郷する予定であり、その間の治療希望聞かれている。4/10受診予約としている。

・船田　正明様～45歳。H23.1、部下が業務ミスを起こし、そのことで上司から叱咤を受け、抑うつ感・倦怠感が出現。同年2月に退職しているが、その後の再就職が困難で、不安・焦燥感が強まっている。また、近隣の路上駐車に不満を抱いており、そのことで嫌がらせを受けている。食事量の低下・睡眠不安定となり、9月には被害妄想・独語が出現。八戸赤十字病院受診し通院・内服薬継続するよう説明受けるも継続されず。H23.10松平病院受診・通院し以後、幻聴・被害妄想等の症状は軽減されたが、その頃派遣社員として就職が決まると通院を中断し、症状が増悪されていた。契約満期後通院を再開するが症状改善なく、母様より転院・入院希望があり、当院相談となっている。4/10　11：00受診予定。

＜外来患者様対応検討＞

・大久保　康弘様～3/27より眼光の鋭さ、奇行、妄想発言が出現。翌日、本人希望にて青風荘へ泊っているが、内服していない薬もあり、内服はスタッフ立ち合いにて行なっている。その後徐々に症状は改善し、週末はDr指示にて青風荘へ泊っている。

デイケアスタッフより
→薬を飲まなかったことについて振り返りを行うも、はぐらかしている様子あり、はっきりとした理由は答えず。服薬はスタッフが立ち会って確実に行えている。就床前薬服用し、帰宅する30分後には寝てしまい、趣味活動を行うことが出来ないと話していたとのこと。

週末の服薬管理のついて検討が必要であり、月曜に薬袋の確認をするという意見が挙がっている。関係機関でケア会議を開き、本人の意向を元に方針を決めていく必要がある。

